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太
宰
府
の
文
化
財
474

　
古
代
大
宰
府
に
は
、
大
宰
府
政
庁
を

北
辺
と
し
て
碁
盤
目
の
よ
う
に
整
然

と
区
画
さ
れ
た
街
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
紹
介
す
る
の
は
、
古
代
の
街
の
北
西

に
あ
た
る
場
所
を
調
査
し
て
見
つ

か
っ
た
、
古
代
に
使
用
さ
れ
た
道
路
で

す
。

　
令
和
５
年
に
観
世
音
寺
３
丁
目
の

学
業
院
中
学
校
の
ち
ょ
う
ど
裏
と
な

る
場
所
で
、「
大
宰
府
条
坊
跡
第
３
４

８
次
調
査
」
と
し
て
発
掘
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
調
査
で
は
現
在
か
ら
１
千
６

０
０
年
前
と
な
る
古
墳
時
代
の
住
居
、

奈
良
時
代
の
道
路
、
鎌
倉
時
代
の
流
路

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
古
代
の
街
と
な
る
前
に
は
、
古
墳
時

代
の
住
居
が
10
棟
ほ
ど
見
つ
か
っ
て

お
り
、
４
世
紀
~
６
世
紀
ご
ろ
ま
で

は
、
調
査
地
を
含
む
周
辺
に
集
落
が
広

が
り
、
生
活
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
７
世
紀
~
８
世
紀
に
か
け

て
、
古
代
大
宰
府
の
街
の
一
部
に
組
み

込
ま
れ
ま
し
た
。
大
宰
府
条
坊
と
呼
ば

れ
て
い
る
古
代
の
街
は
、
大
宰
府
政
庁

か
ら
南
に
延
び
る
朱
雀
大
路
を
境
に
、

東
側
を「
左
郭
」、
右
側
を「
右
郭
」と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
西
道
路
を

「
条
路
」、
南
北
道
路
を
「
坊
路
」
と
呼

び
、「
〇
条
〇
坊
」と
表
記
し
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
地
は
、

右
郭
２
条
６
坊
と
右
郭
２
条
７
坊
の

境
目
に
あ
た
り
、
中
央
で
右
郭
６
坊
路

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
、

通
行
し
た
場
所
を
補
修
工
事
し
た
痕

跡
で
あ
る
波
板
状
凹
凸
と
呼
ば
れ
る

遺
構
が
残
っ
て
い
る
ほ
か
、
轍
の
可
能

性
が
あ
る
細
長
い
溝
状
の
痕
跡
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
側

の
丘
陵
地
に
向
か
っ
て
延
び
る
道
路

は
、
北
側
で
徐
々
に
道
幅
が
狭
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
は
、
政
庁

の
南
門
前
を
通
る
東
西
道
路
(
４
条

路

)

よ
り
も
北
側
で
条
坊
道
路
が
見

つ
か
っ
た
事
例
は
、
観
世
音
寺
周
辺
を

除
く
と
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
条
坊
北
西
部
に
も
確
か
に
条
坊
道

路
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
利
用

が
奈
良
時
代
に
あ
る
な
ど
、
大
宰
府
条

坊
を
解
明
す
る
う
え
で
重
要
な
発
見

と
な
り
ま
し
た
。

文
化
財
課
　
福
盛
　
雅
久

太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！
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▲右郭6坊路(①波板状凹凸②轍状痕跡)

▲条坊348次調査周辺地図
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12月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです



特
集

　決
算
審
査
報
告

特
集

　決
算
審
査
報
告

決算特別委員会にて一般会計、所管常任委員会にて特別会計・企業会計の

決算審査を行い、9月19日の本会議において認定・可決されました。

太宰府市 の

お金の使い方をチェック

令和5年度 各会計の決算を認定しました

会　計　別
歳　　入 歳　　出

決算額（A） 決算額（B）

一般会計 33,629,798,081

6,850,202,665

1,454,640,880

5,729,793,503

2,320,083

47,666,755,212

31,671,721,553

6,787,585,631

1,407,440,300

5,668,262,496

1,774,118

45,536,784,098

差引残額

（A－B）

1,958,076,528

62,617,034

47,200,580

61,531,007

545,965

2,129,971,114

特
別
会
計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

住宅新築資金等貸付事業

合　　計

令和5年度 一般会計・特別会計決算 単位：円

区　　分 R4年度末 R5年度末 増減額

市　　債 19,510,307

6,541,104

18,730,050

7,054,523

▲780,257

513,419基　　金

令和5年度 市債・基金残高 単位：千円

会
計

会
計科　　目 決算額

水
道
事
業

下
水
道
事
業

収益的収入 1,467,958,688

1,304,248,697

163,709,991

165,756,800

620,478,185

▲454,721,385

1,793,396,780

1,393,084,646

400,312,134

173,837,960

842,375,919

▲668,537,959

科　　目 決算額

資本的収入

収益的支出

資本的支出

収益的収支

資本的収支

収益的収入

資本的収入

収益的支出

資本的支出

収益的収支

資本的収支

令和5年度 公営企業会計決算 単位：円

不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と、過年度分損益勘定留保資金等
で補てんしました。

「市債」は市の借金、「基金」は市の貯金にあたります。

決算審査で交わされた質疑の中から、委員の関心が高かったものを掲載しています。

プロジェクトチームで検討するとした、公共施設の料金の改定について

全体的な公共施設の料金の改定までは至っていません。

重点項目とされた「太宰府まるごと大図鑑」の作成について

作成案を検討中であり、まだ完成しておらず、完成時期についても未定です。

実行されなかった「市長と語る会」について

コロナ禍の経緯もあり、開催方法の変更を検討しましたが、令和5年度中に
実施に至りませんでした。

ゴミの排出量が減少していることについて

ゴミの排出量は、ここ数年減少傾向で推移しており、一人当たりのごみの量も
減少しています。　引き続きゴミ減量の取り組みを進めていきます。

学童保育所入所者数が定員を超えている、太宰府東小学校と水城小学校への対応について

太宰府東小は今年度中に1か所増設します。水城小は不足が生じた場合、関係部署にて校舎を利用する
等も視野に入れ協議を行います。

決 算
審査報告

運行状況が厳しいまほろば号に関して、改善に向けて議論は進んでいるのか

まずは市全体の地域公共交通のあり方を検討しながら、総合的に見直したいと考えています。

老人クラブの補助金は、1クラブあたり約5万円の計算となるが増額の要望はないのか

令和5年度より、会員数に応じて段階的に5,000円ずつ増額する改定を行いました。

西鉄バス路線の一部区間の廃止が目前に迫っている。早急に総合交通計画
及び地域公共交通計画を策定する考えはあるか

計画の策定は進めていますが、急ぎ対策が必要なものや施策については対応
していきたいというふうに考えています。

本市の財政状況を表す財政力指数及び経常収支比率に関して、ふるさと納税
を含めて算出した数値を併記した意図・目的について

市民の方にも財政が健全であることを伝えるために、好調なふるさと納税を
加味することで指標が好転することを示したいと考えました。

38第 181 号令和 6 年 11 月 1 日第 181 号令和 6 年 11 月 1 日39



特
集

　決
算
審
査
報
告

特
集

　決
算
審
査
報
告

決算特別委員会にて一般会計、所管常任委員会にて特別会計・企業会計の

決算審査を行い、9月19日の本会議において認定・可決されました。

太宰府市 の

お金の使い方をチェック

令和5年度 各会計の決算を認定しました

会　計　別
歳　　入 歳　　出

決算額（A） 決算額（B）

一般会計 33,629,798,081

6,850,202,665

1,454,640,880

5,729,793,503

2,320,083

47,666,755,212

31,671,721,553

6,787,585,631

1,407,440,300

5,668,262,496

1,774,118

45,536,784,098

差引残額

（A－B）

1,958,076,528

62,617,034

47,200,580

61,531,007

545,965

2,129,971,114

特
別
会
計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

住宅新築資金等貸付事業

合　　計

令和5年度 一般会計・特別会計決算 単位：円

区　　分 R4年度末 R5年度末 増減額

市　　債 19,510,307

6,541,104

18,730,050

7,054,523

▲780,257

513,419基　　金

令和5年度 市債・基金残高 単位：千円

会
計

会
計科　　目 決算額

水
道
事
業

下
水
道
事
業

収益的収入 1,467,958,688

1,304,248,697

163,709,991

165,756,800

620,478,185

▲454,721,385

1,793,396,780

1,393,084,646

400,312,134

173,837,960

842,375,919

▲668,537,959

科　　目 決算額

資本的収入

収益的支出

資本的支出

収益的収支

資本的収支

収益的収入

資本的収入

収益的支出

資本的支出

収益的収支

資本的収支

令和5年度 公営企業会計決算 単位：円

不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と、過年度分損益勘定留保資金等
で補てんしました。

「市債」は市の借金、「基金」は市の貯金にあたります。

決算審査で交わされた質疑の中から、委員の関心が高かったものを掲載しています。

プロジェクトチームで検討するとした、公共施設の料金の改定について

全体的な公共施設の料金の改定までは至っていません。

重点項目とされた「太宰府まるごと大図鑑」の作成について

作成案を検討中であり、まだ完成しておらず、完成時期についても未定です。

実行されなかった「市長と語る会」について

コロナ禍の経緯もあり、開催方法の変更を検討しましたが、令和5年度中に
実施に至りませんでした。

ゴミの排出量が減少していることについて

ゴミの排出量は、ここ数年減少傾向で推移しており、一人当たりのごみの量も
減少しています。　引き続きゴミ減量の取り組みを進めていきます。

学童保育所入所者数が定員を超えている、太宰府東小学校と水城小学校への対応について

太宰府東小は今年度中に1か所増設します。水城小は不足が生じた場合、関係部署にて校舎を利用する
等も視野に入れ協議を行います。

決 算
審査報告

運行状況が厳しいまほろば号に関して、改善に向けて議論は進んでいるのか

まずは市全体の地域公共交通のあり方を検討しながら、総合的に見直したいと考えています。

老人クラブの補助金は、1クラブあたり約5万円の計算となるが増額の要望はないのか

令和5年度より、会員数に応じて段階的に5,000円ずつ増額する改定を行いました。

西鉄バス路線の一部区間の廃止が目前に迫っている。早急に総合交通計画
及び地域公共交通計画を策定する考えはあるか

計画の策定は進めていますが、急ぎ対策が必要なものや施策については対応
していきたいというふうに考えています。

本市の財政状況を表す財政力指数及び経常収支比率に関して、ふるさと納税
を含めて算出した数値を併記した意図・目的について

市民の方にも財政が健全であることを伝えるために、好調なふるさと納税を
加味することで指標が好転することを示したいと考えました。

38第 181 号令和 6 年 11 月 1 日第 181 号令和 6 年 11 月 1 日39



9
月
定
例
会
リ
ポ
ー
ト

議
決
結
果
一
覧
表

定例会リポート定例会リポート9 月

○令和6年第3回定例会（令和6年8月27日～9月19日）　会期24日間

◆財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について
⇒大佐野の緑地保護地区内の土地を、27,065㎡（約5,357万6千円）取得します。
 《議案第46号》

○財産の取得

◆太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について
《議案第48号》

○条　例

◆持続可能な学校の実現を目指す意見書
⇒国において、持続可能な学校の実現をめざし、子どもたちのゆたかな学びの保
障を実現すべく、実効性のある学校の働き方改革、長時間労働是正を求めるも
のです。《意見書第1号》

○意見書

◆専決処分の報告について
⇒市の公用車が駐車場ポール損傷事故を起こしたので損害賠償を市が加入する保険により行
います。《報告第10号》

○専決処分

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

道路橋梁費 1,587万6千円

小学校施設整備費　3,874万円　　中学校施設整備費　3,506万8千円
小中学校の屋内運動場の空調設備設計費とトイレ改修費用の補正です。

教育総務費 1,021万円

小学校費
中学校費

3,899万4千円
3,509万4千円

◆歳入・歳出それぞれ16億5,683万3千円を追加し、

　 総額は327億1,961万6千円になりました。

○令和6年度一般会計補正予算（第4号）

地域公共交通費　1,587万6千円
デマンド交通実証実験を行うものです。

学校教育運営費　165万2千円
太宰府小学校および太宰府中学校において、自宅から学校まで距離が遠く、適正で安全な
通学のためにバスや自転車で通学している児童・生徒が経済的な負担なく通学できるよう、
保護者に対し通学費相当分を補助するものです。

社会教育費 825万1千円
文化財保存・継承事業費　824万1千円
国指定重要文化財の保存修理事業への補助金の増額、防災施設整備事業に伴う補助を新
たに行うものです。

議案番号等

認定

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち市民ネット 無会派

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

神
武
　
　
綾

笠
利
　
　
毅

馬
場
　
礼
子

木
村
　
彰
人

橋
本
　
　
健

長
谷
川
公
成

森
田
　
正
嗣

徳
永
　
洋
介

今
泉
　
義
文

門
田
　
直
樹

舩
越
　
隆
之

入
江
　
　
寿

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

　市民ネット：太宰府市民ネット 市民の声：太宰府市民の声 無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

認定第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 × 〇

9月定例会 賛否の分かれた議案

令和5年度太宰府市一般会計歳入歳出決
算認定について

意見書第1号 × × × × × × ※ × 〇 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○持続可能な学校の実現をめざす意見書 否決

案　件　名議案番号等 議決結果

専決処分の報告について（市公用車による駐車場ポール損傷事故の損害賠償の額の決定）

財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について

太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について

令和6年度太宰府市一般会計補正予算（第4号）について

令和6年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）について

令和6年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和5年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和5年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和5年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和5年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和5年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和5年度太宰府市健全化判断比率の報告について

令和5年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について

令和5年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について

太宰府市土地開発公社の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について

専決処分の報告について
（道路舗装はがれで発生した段差による車両損傷事故の損害賠償の額の決定）

―

可決

可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認定

認定

認定

認定

原案可決及び認定

原案可決及び認定

―

―

―

―

―

―

―

報告第10号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

認定第7号

報告第11号

報告第12号

報告第13号

報告第14号

報告第15号

報告第16号

報告第17号

9月定例会 全会一致で可決した議案

訂正とお詫び

だざいふ議会だより180号（令和6年8月1日）の37ページ2段目7行目及び8行目の「排水」は「配水」の誤りでし

た。訂正してお詫び申し上げます。

また、同じく180号の42ページに令和5年度政務活動費収支報告を掲載しておりましたが、訂正がありますので併

せてお知らせいたします。

詳細は市議会のホームページをご参照ください。

可  決可  決

否　決否　決

原案可決原案可決

原案可決原案可決
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9
月
定
例
会
リ
ポ
ー
ト

議
決
結
果
一
覧
表

定例会リポート定例会リポート9 月

○令和6年第3回定例会（令和6年8月27日～9月19日）　会期24日間

◆財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について
⇒大佐野の緑地保護地区内の土地を、27,065㎡（約5,357万6千円）取得します。
 《議案第46号》

○財産の取得

◆太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について
《議案第48号》

○条　例

◆持続可能な学校の実現を目指す意見書
⇒国において、持続可能な学校の実現をめざし、子どもたちのゆたかな学びの保
障を実現すべく、実効性のある学校の働き方改革、長時間労働是正を求めるも
のです。《意見書第1号》

○意見書

◆専決処分の報告について
⇒市の公用車が駐車場ポール損傷事故を起こしたので損害賠償を市が加入する保険により行
います。《報告第10号》

○専決処分

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

道路橋梁費 1,587万6千円

小学校施設整備費　3,874万円　　中学校施設整備費　3,506万8千円
小中学校の屋内運動場の空調設備設計費とトイレ改修費用の補正です。

教育総務費 1,021万円

小学校費
中学校費

3,899万4千円
3,509万4千円

◆歳入・歳出それぞれ16億5,683万3千円を追加し、

　 総額は327億1,961万6千円になりました。

○令和6年度一般会計補正予算（第4号）

地域公共交通費　1,587万6千円
デマンド交通実証実験を行うものです。

学校教育運営費　165万2千円
太宰府小学校および太宰府中学校において、自宅から学校まで距離が遠く、適正で安全な
通学のためにバスや自転車で通学している児童・生徒が経済的な負担なく通学できるよう、
保護者に対し通学費相当分を補助するものです。

社会教育費 825万1千円
文化財保存・継承事業費　824万1千円
国指定重要文化財の保存修理事業への補助金の増額、防災施設整備事業に伴う補助を新
たに行うものです。

議案番号等

認定

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち市民ネット 無会派

タ
コ
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ド

神
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笠
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毅

馬
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礼
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木
村
　
彰
人

橋
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健

長
谷
川
公
成

森
田
　
正
嗣

徳
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洋
介

今
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義
文

門
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舩
越
　
隆
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入
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原
田
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美
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陶
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由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

　市民ネット：太宰府市民ネット 市民の声：太宰府市民の声 無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

認定第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 × 〇

9月定例会 賛否の分かれた議案

令和5年度太宰府市一般会計歳入歳出決
算認定について

意見書第1号 × × × × × × ※ × 〇 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○持続可能な学校の実現をめざす意見書 否決

案　件　名議案番号等 議決結果

専決処分の報告について（市公用車による駐車場ポール損傷事故の損害賠償の額の決定）

財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について

太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について

令和6年度太宰府市一般会計補正予算（第4号）について

令和6年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）について

令和6年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和5年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和5年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和5年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和5年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和5年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和5年度太宰府市健全化判断比率の報告について

令和5年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について

令和5年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について

太宰府市土地開発公社の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について

専決処分の報告について
（道路舗装はがれで発生した段差による車両損傷事故の損害賠償の額の決定）

―
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可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認定

認定

認定

認定

原案可決及び認定

原案可決及び認定

―

―

―

―

―

―

―

報告第10号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

認定第7号

報告第11号

報告第12号

報告第13号

報告第14号

報告第15号

報告第16号

報告第17号

9月定例会 全会一致で可決した議案

訂正とお詫び

だざいふ議会だより180号（令和6年8月1日）の37ページ2段目7行目及び8行目の「排水」は「配水」の誤りでし

た。訂正してお詫び申し上げます。

また、同じく180号の42ページに令和5年度政務活動費収支報告を掲載しておりましたが、訂正がありますので併

せてお知らせいたします。

詳細は市議会のホームページをご参照ください。

可  決可  決

否　決否　決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

40第 181 号令和 6 年 11 月 1 日第 181 号令和 6 年 11 月 1 日41



ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

平
成
31
年
３
月
定

例
会
で
市
長
は

「
と
も
に
学
ぶ
」
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
実
現
を
目
指
す

と
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
文

部
科
学
省
は
、
個
別
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
そ
の
時
点
で
的

確
に
応
え
る
柔
軟
な
仕
組
み

が
重
要
と
し
、
分
離
教
育
を

主
軸
に
考
え
て
い
る
。
市
の

見
解
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
分
離
教
育
に
よ
っ
て
奪
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
多
様

性
や
人
生
経
験
、
社
会
経

験
と
子
ど
も
の
相
互
理
解

に
つ
い
て

②
本
市
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
最
終
形
態
に
つ
い

て
③
障
が
い
の
有
無
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
の
特
性
や
困

難
を
も
つ
子
ど
も
の
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い

て

①
学
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
子

ど
も
、
な
い
子
ど
も
が
可

能
な
限
り
共
に
学
ぶ
こ
と

を
追
求
す
る
と
と
も
に
、

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
指
導
を
提
供
で
き
る

仕
組
み
を
整
備
し
て
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
共
に
生
活
す
る
中

で
子
ど
も
た
ち
の
相
互
理

解
も
促
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
最
終
的
に
は
共
生
社
会
の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
特
別
支
援
教
育

を
推
進
し
、
福
祉
部
門
と

も
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

③
人
間
の
多
様
性
を
尊
重
し
、

障
が
い
の
有
無
や
国
籍
、

性
差
、
経
済
状
況
等
を
問

わ
ず
共
生
社
会
を
目
指
す

教
育
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

梅
林
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
ス
ポ
ー
ツ
公
園

に
あ
る
時
計
塔
に
は
故
障
中

と
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
市
内

に
は
、
こ
の
時
計
塔
の
ほ
か

に
も
十
数
基
の
時
計
塔
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
公

園
や
学
校
施
設
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
時
計
塔
の
数
と

場
所
、
設
置
さ
れ
た
年
と
目

的
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

故
障
し
た
時
計
塔
の
今
後
の

修
理
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や
専
用
ポ
ー

ル
に
時
計
が
設
置
さ
れ
て
い

る
時
計
塔
は
、
都
市
公
園
22

か
所
、
運
動
公
園
等
６
か
所

と
市
内
小
・
中
学
校
全
校
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
園

で
は
、
主
に
利
用
者
に
時
間

を
知
ら
せ
る
こ
と
と
公
園
の

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
目
的
に
、

学
校
で
は
記
念
事
業
の
一
貫

な
ど
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
置
か
ら
30
年
以
上
を
経
過

し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
経

年
劣
化
な
ど
に
よ
る
故
障
も

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
適

時
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

仕
様
に
よ
っ
て
は
特
注
品
の

た
め
の
修
理
部
品
の
調
達
が

難
し
い
こ
と
や
修
理
費
用
な

ど
の
課
題
か
ら
修
理
を
見
合

わ
せ
て
い
る
状
況
で
す
。
社

会
情
勢
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
も
時
計
塔
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

学
校
教
育
の
課
題

と
方
向
性
に
つ
い

て
３
点
伺
う
。

①
水
泳
授
業
に
お
い
て
、
教

員
の
操
作
ミ
ス
に
よ
っ
て

水
道
料
金
が
無
駄
に
な
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

②
部
活
動
の
地
域
移
行
の
課

題
と
方
向
性
は
。

③
小
・
中
学
校
教
員
の
働
き
方

改
革
の
課
題
と
方
向
性
は
。

①
プ
ー
ル
管
理
に

つ
い
て
、
文
科

省
か
ら
の
文
書
で
は
民
営

プ
ー
ル
の
活
用
な
ど
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

本
市
で
は
そ
の
よ
う
な
事

例
は
な
く
、
具
体
的
な
対

応
は
過
失
の
程
度
や
情
状

な
ど
を
勘
案
し
、
個
別
に

判
断
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
受
皿
と
な
る
団
体
の
確
保

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
に
お

け
る
中
学
校
部
活
動
の
位

置
づ
け
も
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

③
教
職
員
の
意
識
改
革
、
業

務
改
善
の
推
進
、
部
活
動

の
負
担
軽
減
、
教
職
員
の

役
割
の
見
直
し
と
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
活
用
等
の
４
つ

の
働
き
方
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
課
題
と
し

て
時
間
外
在
校
時
間
数
が

多
い
職
員
が
一
部
見
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
学
校
と

連
携
し
て
調
査
し
、
負
担

軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
教
職
員
が
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
生
活
を
実
現
し
、

学
校
教
育
の
質
の
維
持
と

向
上
を
図
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

高
雄
台
上
り
口
交

差
点
へ
の
横
断
歩

道
設
置
に
関
し
て
、
一
刻
も

早
い
安
全
・
安
心
な
通
学
路

の
実
現
に
向
け
て
、
過
去
に

幾
度
と
な
く
質
問
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
後
の
警
察
と
の

協
議
等
、
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

警
察
と
の
協
議
で

は
、
交
差
点
付
近

に
歩
行
者
が
留
ま
る
ス
ペ
ー

ス
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
や
、

接
続
道
路
の
形
状
か
ら
交
差

点
付
近
の
見
通
し
が
悪
い
こ

と
に
よ
る
歩
行
者
の
安
全
確

保
の
課
題
な
ど
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
視
点
を
変
え
て
、

車
両
か
ら
横
断
す
る
歩
行
者

の
見
通
し
を
確
保
す
る
た
め

に
、
横
断
歩
道
の
設
置
位
置

を
交
差
点
か
ら
約
40
ｍ
前

後
、
星
ヶ
丘
保
育
園
側
に
ず

ら
し
た
見
通
し
の
利
く
直
線

の
位
置
で
あ
れ
ば
、
設
置
が

可
能
で
は
な
い
か
と
の
判
断

に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
現

在
、
筑
紫
野
警
察
署
及
び
県

警
本
部
と
の
立
合
協
議
を
受

け
、
図
面
な
ど
の
資
料
を
作

成
し
て
、
自
治
会
長
や
関
係

者
へ
の
説
明
に
も
着
手
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
登
下
校
に
お
け

る
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

の
た
め
横
断
歩
道
の
早
期
設

置
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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を
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く       
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こ

問

学
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の
課
題
と
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向
性
は
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

平
成
31
年
３
月
定

例
会
で
市
長
は

「
と
も
に
学
ぶ
」
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
実
現
を
目
指
す

と
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
文

部
科
学
省
は
、
個
別
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
そ
の
時
点
で
的

確
に
応
え
る
柔
軟
な
仕
組
み

が
重
要
と
し
、
分
離
教
育
を

主
軸
に
考
え
て
い
る
。
市
の

見
解
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
分
離
教
育
に
よ
っ
て
奪
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
多
様

性
や
人
生
経
験
、
社
会
経

験
と
子
ど
も
の
相
互
理
解

に
つ
い
て

②
本
市
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
最
終
形
態
に
つ
い

て
③
障
が
い
の
有
無
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
の
特
性
や
困

難
を
も
つ
子
ど
も
の
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い

て

①
学
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
子

ど
も
、
な
い
子
ど
も
が
可

能
な
限
り
共
に
学
ぶ
こ
と

を
追
求
す
る
と
と
も
に
、

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
指
導
を
提
供
で
き
る

仕
組
み
を
整
備
し
て
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
共
に
生
活
す
る
中

で
子
ど
も
た
ち
の
相
互
理

解
も
促
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
最
終
的
に
は
共
生
社
会
の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
特
別
支
援
教
育

を
推
進
し
、
福
祉
部
門
と

も
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

③
人
間
の
多
様
性
を
尊
重
し
、

障
が
い
の
有
無
や
国
籍
、

性
差
、
経
済
状
況
等
を
問

わ
ず
共
生
社
会
を
目
指
す

教
育
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

梅
林
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
ス
ポ
ー
ツ
公
園

に
あ
る
時
計
塔
に
は
故
障
中

と
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
市
内

に
は
、
こ
の
時
計
塔
の
ほ
か

に
も
十
数
基
の
時
計
塔
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
公

園
や
学
校
施
設
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
時
計
塔
の
数
と

場
所
、
設
置
さ
れ
た
年
と
目

的
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

故
障
し
た
時
計
塔
の
今
後
の

修
理
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や
専
用
ポ
ー

ル
に
時
計
が
設
置
さ
れ
て
い

る
時
計
塔
は
、
都
市
公
園
22

か
所
、
運
動
公
園
等
６
か
所

と
市
内
小
・
中
学
校
全
校
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
園

で
は
、
主
に
利
用
者
に
時
間

を
知
ら
せ
る
こ
と
と
公
園
の

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
目
的
に
、

学
校
で
は
記
念
事
業
の
一
貫

な
ど
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
置
か
ら
30
年
以
上
を
経
過

し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
経

年
劣
化
な
ど
に
よ
る
故
障
も

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
適

時
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

仕
様
に
よ
っ
て
は
特
注
品
の

た
め
の
修
理
部
品
の
調
達
が

難
し
い
こ
と
や
修
理
費
用
な

ど
の
課
題
か
ら
修
理
を
見
合

わ
せ
て
い
る
状
況
で
す
。
社

会
情
勢
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
も
時
計
塔
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

学
校
教
育
の
課
題

と
方
向
性
に
つ
い

て
３
点
伺
う
。

①
水
泳
授
業
に
お
い
て
、
教

員
の
操
作
ミ
ス
に
よ
っ
て

水
道
料
金
が
無
駄
に
な
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

②
部
活
動
の
地
域
移
行
の
課

題
と
方
向
性
は
。

③
小
・
中
学
校
教
員
の
働
き
方

改
革
の
課
題
と
方
向
性
は
。

①
プ
ー
ル
管
理
に

つ
い
て
、
文
科

省
か
ら
の
文
書
で
は
民
営

プ
ー
ル
の
活
用
な
ど
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

本
市
で
は
そ
の
よ
う
な
事

例
は
な
く
、
具
体
的
な
対

応
は
過
失
の
程
度
や
情
状

な
ど
を
勘
案
し
、
個
別
に

判
断
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
受
皿
と
な
る
団
体
の
確
保

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
に
お

け
る
中
学
校
部
活
動
の
位

置
づ
け
も
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

③
教
職
員
の
意
識
改
革
、
業

務
改
善
の
推
進
、
部
活
動

の
負
担
軽
減
、
教
職
員
の

役
割
の
見
直
し
と
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
活
用
等
の
４
つ

の
働
き
方
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
課
題
と
し

て
時
間
外
在
校
時
間
数
が

多
い
職
員
が
一
部
見
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
学
校
と

連
携
し
て
調
査
し
、
負
担

軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
教
職
員
が
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
生
活
を
実
現
し
、

学
校
教
育
の
質
の
維
持
と

向
上
を
図
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

高
雄
台
上
り
口
交

差
点
へ
の
横
断
歩

道
設
置
に
関
し
て
、
一
刻
も

早
い
安
全
・
安
心
な
通
学
路

の
実
現
に
向
け
て
、
過
去
に

幾
度
と
な
く
質
問
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
後
の
警
察
と
の

協
議
等
、
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

警
察
と
の
協
議
で

は
、
交
差
点
付
近

に
歩
行
者
が
留
ま
る
ス
ペ
ー

ス
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
や
、

接
続
道
路
の
形
状
か
ら
交
差

点
付
近
の
見
通
し
が
悪
い
こ

と
に
よ
る
歩
行
者
の
安
全
確

保
の
課
題
な
ど
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
視
点
を
変
え
て
、

車
両
か
ら
横
断
す
る
歩
行
者

の
見
通
し
を
確
保
す
る
た
め

に
、
横
断
歩
道
の
設
置
位
置

を
交
差
点
か
ら
約
40
ｍ
前

後
、
星
ヶ
丘
保
育
園
側
に
ず

ら
し
た
見
通
し
の
利
く
直
線

の
位
置
で
あ
れ
ば
、
設
置
が

可
能
で
は
な
い
か
と
の
判
断

に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
現

在
、
筑
紫
野
警
察
署
及
び
県

警
本
部
と
の
立
合
協
議
を
受

け
、
図
面
な
ど
の
資
料
を
作

成
し
て
、
自
治
会
長
や
関
係

者
へ
の
説
明
に
も
着
手
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
登
下
校
に
お
け

る
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

の
た
め
横
断
歩
道
の
早
期
設

置
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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の
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に
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る
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塔
の
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を
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子  
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は
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こ

問

学
校
教
育
の
課
題
と
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向
性
は

徳
永
　
洋
介  

議
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と

く
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が
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問
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

日
本
遺
産
「
古
代

日
本
の『
西
の
都
』」

の
再
評
価
を
受
け
て
認
定
継

続
に
関
し
て
３
点
伺
う
。

①
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ

れ
る
こ
と
の
意
義
は
。

②
単
独
認
定
か
ら
広
域
型
に

変
更
認
定
さ
れ
た
理
由
は
。

③
再
評
価
の
原
因
と
認
定
継

続
の
た
め
の
改
善
策
は
。

①
古
代
大
宰
府
の

歴
史
と
地
域
の

特
性
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
事
業
展
開
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
大
宰
府
に
関
す
る
文
化
財

や
ス
ト
ー
リ
ー
は
本
市
域

を
は
る
か
に
越
え
て
広
が
っ

て
お
り
、
大
太
宰
府
的
な

視
点
で
史
跡
の
維
持
保
存
、

活
用
や
国
際
交
流
、
地
域

間
連
携
を
図
る
こ
と
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
経

済
税
収
効
果
の
向
上
へ
の

努
力
を
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
広
域
型
に
変
更
申
請

し
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

③
令
和
２
年
６
月
に
広
域
型

に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
ま

た
、
新
た
な
代
表
の
福
岡

県
や
新
規
加
入
自
治
体
で

は
、
未
対
応
事
項
が
多
く

厳
し
い
評
価
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
県
が
代
表

の
「
西
の
都
」
日
本
遺
産
活

性
化
協
議
会
事
務
局
は
、

協
議
会
へ
の
観
光
・
商
工

関
係
部
署
や
民
間
事
業
者

の
参
画
を
進
め
、
官
民
協

働
で
の
推
進
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
本
市
も
県
や

他
構
成
市
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
更
な
る
改
善
に
努

め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
の
積

極
的
取
組
体
制
の

確
立
に
関
し
て
５
点
伺
う
。

①
本
市
の
65
歳
以
上
の
方
の

就
業
者
数
と
就
業
率
は
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
本
市
と
の
連
携

は
。

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

は
。

④
高
齢
者
雇
用
を
積
極
的
に

進
め
る
た
め
の
本
市
独
自

の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

⑤
高
齢
者
が
希
望
す
る
就
業

先
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
職
業
紹

介
事
業
や
無
料
職
業
紹
介

所
を
取
り
入
れ
て
、
積
極

的
な
求
人
活
動
を
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。

①
令
和
２
年
度
時

点
の
本
市
の
65

歳
以
上
は
、２
万
３
３
２
人

で
就
業
率
は
20
・
８
％
で
す
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
受
託
可
能
な
も
の
は
、

可
能
な
限
り
同
セ
ン
タ
ー

に
発
注
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

③
本
市
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
福
岡
南
と
連
携
し
、

毎
月
２
回
、
生
活
保
護
受

給
者
な
ど
を
対
象
と
し
た

就
労
支
援
相
談
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

④
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
昨

年
度
市
役
所
に
お
い
て
個

別
就
職
相
談
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

⑤
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
現
役
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者

能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
県
の
関
係
機
関
と
連
携

を
進
め
る
と
と
も
に
、
市

独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
き

ま
す
。

県
道
１
１
２
号
線

水
城
一
丁
目
か
ら

下
大
利
団
地
に
抜
け
る
水
城

橋
は
、
近
年
交
通
量
が
増
え
、

通
り
づ
ら
く
危
険
度
が
増
し

て
お
り
、
市
民
か
ら
安
全
対

策
の
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
２
点
伺
う
。

①
方
策
を
講
じ
る
に
は
交
通

量
調
査
の
結
果
が
必
要
で

あ
る
。
い
つ
調
査
を
実
施

し
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
か
。

②
事
故
防
止
の
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
道
路
整
備
計
画

等
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

①
直
近
で
は
平
成

30
年
度
に
調
査

し
て
い
ま
す
。
平
日
朝
７

時
か
ら
夜
７
時
ま
で
の
12

時
間
、
流
出
入
交
通
量
は

約
２
,２
０
０
台
、
下
大

利
団
地
か
ら
水
城
橋
を
経

由
し
水
城
一
丁
目
交
差
点

へ
向
か
う
交
通
量
も
、
反

対
方
向
路
線
の
交
通
量
も

ほ
ぼ
同
程
度
で
す
。

②
水
城
橋
の
拡
幅
改
良
等
に

つ
い
て
は
、
用
地
の
確
保

に
加
え
御
笠
川
の
整
備
計

画
と
の
調
整
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
平
成
12
年
に
決

定
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路

「
下
大
利
駅
東
線
」の
整
備

計
画
も
あ
る
た
め
、
関
係

す
る
大
野
城
市
や
御
笠
川

の
河
川
改
修
事
業
を
実
施

す
る
県
と
情
報
共
有
を
行

っ
て
お
り
、
引
き
続
き
連

携
を
図
り
ま
す
。

ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
取

組
の
重
要
性
に
鑑

み
、
６
点
伺
う
。

①
本
市
が
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進

宣
言
を
し
て
２
年
が
経
つ
。

県
と
の
連
携
や
市
独
自
の

取
組
は
あ
る
の
か
。

②
市
民
へ
の
周
知
と
市
民
の

理
解
の
深
ま
り
は
。

③
市
民
の
実
践
活
動
の
評
価

と
支
援
、
そ
の
基
準
や
具

体
例
に
つ
い
て

④
宣
言
で
は
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の

森
(
福
岡
県
四
王
寺
県
民

の
森
)
の
利
用
促
進
に
協

力
す
る
、
と
あ
る
が
そ
の

内
容
と
大
野
城
市
、
宇
美

町
と
の
連
携
に
つ
い
て

⑤
太
宰
府
の
街
並
み
を
一
望

で
き
る
、か
つ
て
の
よ
う
な

四
王
寺
林
道
の
整
備
は
。

⑥
福
岡
県
ワ
ン
ヘ
ル
ス
マ
ス

タ
ー
認
定
の
推
進
は
。

①
福
岡
県
ワ
ン
ヘ

ル
ス
推
進
行
動

計
画
の
下
、
保
健
所
と
合

同
で
狂
犬
病
予
防
の
集
団

注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
市
独
自
で
職
員
に
よ
る
出

前
講
座
、
生
き
物
の
専
門

家
に
よ
る
小
学
校
で
の
授

業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
福
岡
こ
ど
も
短
期
大
学
に

ワ
ン
ヘ
ル
ス
ガ
ー
デ
ン
が

完
成
し
ま
し
た
。
県
と
も

連
携
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。

④
県
へ
の
積
極
的
協
力
と
併

せ
、
隣
接
市
町
と
も
協
力

し
て
森
の
環
境
整
備
・
維

持
保
全
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

⑤
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は

調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

⑥
事
業
の
周
知
に
努
め
、
す

ぐ
や
る
班
な
ど
も
活
用
し

ま
す
。
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Q
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全質問項目

◇道路整備について

◇就学援助について

◇農業政策について

◇日本遺産の再評価に見る、近隣市町

と連携できない本市の孤立について

◇九州市長会有志の勉強会として再

始動した「九州府構想」について

全質問項目

◇本市のワンヘルスの取組に

ついて

全質問項目

◇高齢者雇用の積極的取組体制

の確立について

◇認知症への理解を深めるための

取組みと認知症カフェ設置に向

けた支援について

全質問項目

『日
本
遺
産
』認
定
継
続
の

た
め
に
ど
う
す
べ
き
か

木
村
　
彰
人  

議
員

き     

む

ら

あ

き    

と

問

高
齢
者
と
仕
事
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す

馬
場
　
礼
子  

議
員

ば       

ば

れ

い     

こ

問

水
城
橋
の
安
全
対
策
は

神
武
　
　
綾  

議
員

こ

う

た

け

あ

や

問

ワ
ン
ヘ
ル
ス
を

実
現
す
る
に
は

入
江
　
　
寿  

議
員

い

り    

え

ひ
さ
し

問

※ワンヘルスとは人と動物の健康、環境の健全性

を一つと考え一体的に守ろうという取組です。

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

日本遺産
「古代日本の『西の都』」

のポスター

水城橋

ワンヘルスのロゴマーク
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

日
本
遺
産
「
古
代

日
本
の『
西
の
都
』」

の
再
評
価
を
受
け
て
認
定
継

続
に
関
し
て
３
点
伺
う
。

①
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ

れ
る
こ
と
の
意
義
は
。

②
単
独
認
定
か
ら
広
域
型
に

変
更
認
定
さ
れ
た
理
由
は
。

③
再
評
価
の
原
因
と
認
定
継

続
の
た
め
の
改
善
策
は
。

①
古
代
大
宰
府
の

歴
史
と
地
域
の

特
性
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
事
業
展
開
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
大
宰
府
に
関
す
る
文
化
財

や
ス
ト
ー
リ
ー
は
本
市
域

を
は
る
か
に
越
え
て
広
が
っ

て
お
り
、
大
太
宰
府
的
な

視
点
で
史
跡
の
維
持
保
存
、

活
用
や
国
際
交
流
、
地
域

間
連
携
を
図
る
こ
と
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
経

済
税
収
効
果
の
向
上
へ
の

努
力
を
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
広
域
型
に
変
更
申
請

し
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

③
令
和
２
年
６
月
に
広
域
型

に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
ま

た
、
新
た
な
代
表
の
福
岡

県
や
新
規
加
入
自
治
体
で

は
、
未
対
応
事
項
が
多
く

厳
し
い
評
価
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
県
が
代
表

の
「
西
の
都
」
日
本
遺
産
活

性
化
協
議
会
事
務
局
は
、

協
議
会
へ
の
観
光
・
商
工

関
係
部
署
や
民
間
事
業
者

の
参
画
を
進
め
、
官
民
協

働
で
の
推
進
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
本
市
も
県
や

他
構
成
市
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
更
な
る
改
善
に
努

め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
の
積

極
的
取
組
体
制
の

確
立
に
関
し
て
５
点
伺
う
。

①
本
市
の
65
歳
以
上
の
方
の

就
業
者
数
と
就
業
率
は
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
本
市
と
の
連
携

は
。

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

は
。

④
高
齢
者
雇
用
を
積
極
的
に

進
め
る
た
め
の
本
市
独
自

の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

⑤
高
齢
者
が
希
望
す
る
就
業

先
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
職
業
紹

介
事
業
や
無
料
職
業
紹
介

所
を
取
り
入
れ
て
、
積
極

的
な
求
人
活
動
を
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。

①
令
和
２
年
度
時

点
の
本
市
の
65

歳
以
上
は
、２
万
３
３
２
人

で
就
業
率
は
20
・
８
％
で
す
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
受
託
可
能
な
も
の
は
、

可
能
な
限
り
同
セ
ン
タ
ー

に
発
注
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

③
本
市
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
福
岡
南
と
連
携
し
、

毎
月
２
回
、
生
活
保
護
受

給
者
な
ど
を
対
象
と
し
た

就
労
支
援
相
談
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

④
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
昨

年
度
市
役
所
に
お
い
て
個

別
就
職
相
談
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

⑤
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
現
役
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者

能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
県
の
関
係
機
関
と
連
携

を
進
め
る
と
と
も
に
、
市

独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
き

ま
す
。

県
道
１
１
２
号
線

水
城
一
丁
目
か
ら

下
大
利
団
地
に
抜
け
る
水
城

橋
は
、
近
年
交
通
量
が
増
え
、

通
り
づ
ら
く
危
険
度
が
増
し

て
お
り
、
市
民
か
ら
安
全
対

策
の
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
２
点
伺
う
。

①
方
策
を
講
じ
る
に
は
交
通

量
調
査
の
結
果
が
必
要
で

あ
る
。
い
つ
調
査
を
実
施

し
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
か
。

②
事
故
防
止
の
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
道
路
整
備
計
画

等
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

①
直
近
で
は
平
成

30
年
度
に
調
査

し
て
い
ま
す
。
平
日
朝
７

時
か
ら
夜
７
時
ま
で
の
12

時
間
、
流
出
入
交
通
量
は

約
２
,２
０
０
台
、
下
大

利
団
地
か
ら
水
城
橋
を
経

由
し
水
城
一
丁
目
交
差
点

へ
向
か
う
交
通
量
も
、
反

対
方
向
路
線
の
交
通
量
も

ほ
ぼ
同
程
度
で
す
。

②
水
城
橋
の
拡
幅
改
良
等
に

つ
い
て
は
、
用
地
の
確
保

に
加
え
御
笠
川
の
整
備
計

画
と
の
調
整
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
平
成
12
年
に
決

定
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路

「
下
大
利
駅
東
線
」の
整
備

計
画
も
あ
る
た
め
、
関
係

す
る
大
野
城
市
や
御
笠
川

の
河
川
改
修
事
業
を
実
施

す
る
県
と
情
報
共
有
を
行

っ
て
お
り
、
引
き
続
き
連

携
を
図
り
ま
す
。

ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
取

組
の
重
要
性
に
鑑

み
、
６
点
伺
う
。

①
本
市
が
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進

宣
言
を
し
て
２
年
が
経
つ
。

県
と
の
連
携
や
市
独
自
の

取
組
は
あ
る
の
か
。

②
市
民
へ
の
周
知
と
市
民
の

理
解
の
深
ま
り
は
。

③
市
民
の
実
践
活
動
の
評
価

と
支
援
、
そ
の
基
準
や
具

体
例
に
つ
い
て

④
宣
言
で
は
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の

森
(
福
岡
県
四
王
寺
県
民

の
森
)
の
利
用
促
進
に
協

力
す
る
、
と
あ
る
が
そ
の

内
容
と
大
野
城
市
、
宇
美

町
と
の
連
携
に
つ
い
て

⑤
太
宰
府
の
街
並
み
を
一
望

で
き
る
、か
つ
て
の
よ
う
な

四
王
寺
林
道
の
整
備
は
。

⑥
福
岡
県
ワ
ン
ヘ
ル
ス
マ
ス

タ
ー
認
定
の
推
進
は
。

①
福
岡
県
ワ
ン
ヘ

ル
ス
推
進
行
動

計
画
の
下
、
保
健
所
と
合

同
で
狂
犬
病
予
防
の
集
団

注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
市
独
自
で
職
員
に
よ
る
出

前
講
座
、
生
き
物
の
専
門

家
に
よ
る
小
学
校
で
の
授

業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
福
岡
こ
ど
も
短
期
大
学
に

ワ
ン
ヘ
ル
ス
ガ
ー
デ
ン
が

完
成
し
ま
し
た
。
県
と
も

連
携
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。

④
県
へ
の
積
極
的
協
力
と
併

せ
、
隣
接
市
町
と
も
協
力

し
て
森
の
環
境
整
備
・
維

持
保
全
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

⑤
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は

調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

⑥
事
業
の
周
知
に
努
め
、
す

ぐ
や
る
班
な
ど
も
活
用
し

ま
す
。

Q

A

Q

A

QA

Q

A

全質問項目

◇道路整備について

◇就学援助について

◇農業政策について

◇日本遺産の再評価に見る、近隣市町

と連携できない本市の孤立について

◇九州市長会有志の勉強会として再

始動した「九州府構想」について

全質問項目

◇本市のワンヘルスの取組に

ついて

全質問項目

◇高齢者雇用の積極的取組体制

の確立について

◇認知症への理解を深めるための

取組みと認知症カフェ設置に向

けた支援について

全質問項目

『日
本
遺
産
』認
定
継
続
の

た
め
に
ど
う
す
べ
き
か

木
村
　
彰
人  

議
員

き     

む

ら

あ

き    

と

問

高
齢
者
と
仕
事
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す

馬
場
　
礼
子  

議
員

ば       

ば

れ

い     

こ

問

水
城
橋
の
安
全
対
策
は

神
武
　
　
綾  

議
員

こ

う

た

け

あ

や

問

ワ
ン
ヘ
ル
ス
を

実
現
す
る
に
は

入
江
　
　
寿  

議
員

い

り    

え

ひ
さ
し

問

※ワンヘルスとは人と動物の健康、環境の健全性

を一つと考え一体的に守ろうという取組です。

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

日本遺産
「古代日本の『西の都』」

のポスター

水城橋

ワンヘルスのロゴマーク
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

地
域
公
共
交
通
の

現
状
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
の
特
色
を
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

②
実
証
実
験
の
計
画
期
間
の

設
定
と
計
画
の
進
捗
管
理

に
つ
い
て

③
今
回
の
実
証
実
験
で
ど
の

よ
う
な
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
考
慮
し
、
成
果
指
標
を

設
定
す
る
の
か
。

①
エ
リ
ア
ご
と
の

課
題
整
理
や
バ

ス
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握

も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
望
ま
し
い
の
か
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

②
事
前
準
備
か
ら
運
行
に
至

る
ま
で
の
期
間
は
一
定
の

時
間
を
要
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
実
証
実
験
以
降

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
が
新

た
な
公
共
交
通
体
系
と
し

て
地
域
の
利
便
性
の
向
上

に
資
す
る
か
ど
う
か
、
慎

重
に
見
極
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
他
自
治
体
の
個
別
の
状
況

や
さ
ら
に
エ
リ
ア
ご
と
に

異
な
る
状
況
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
の
実
証
実
験

実
施
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
中
で
、
本
市
に
ふ
さ

わ
し
い
指
標
の
設
定
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

産
前
産
後
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
の

観
点
か
ら
２
点
伺
う
。

①
妊
娠
期
は
、
う
蝕

し
ょ
く

や
歯
肉

炎
が
進
行
し
や
す
く
な
る
。

妊
婦
自
身
の
健
康
管
理
と
、

子
ど
も
の
歯
と
健
康
を
守

る
大
切
さ
を
知
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
、
妊
娠

期
の
歯
科
健
康
診
査
事
業

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

②
国
の
実
施
要
綱
で
は
、
産

後
ケ
ア
事
業
の
対
象
者
を
、

心
身
の
不
調
ま
た
は
育
児

不
安
な
ど
が
あ
る
者
や
支

援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

者
と
し
て
い
た
が
、
昨
年
、

産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

者
と
改
定
さ
れ
た
。
周
知

や
内
容
の
充
実
な
ど
、
見

え
て
き
た
課
題
は
。

①
妊
産
婦
、
乳
幼

児
期
の
心
身
両

面
か
ら
の
健
康
増
進
を
図

る
上
で
母
子
歯
科
保
健
は

大
き
な
意
義
を
持
つ
こ
と

か
ら
、
安
心
し
て
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
に
妊

産
婦
歯
科
検
診
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

②
本
市
で
は
産
後
ケ
ア
事
業

の
利
用
回
数
を
拡
充
し
、

新
た
な
産
後
ケ
ア
施
設
を

開
設
す
る
事
業
者
に
対
し

て
は
、
設
備
費
用
の
一
部

助
成
を
新
設
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
母
子
手
帳
交
付

時
と
出
産
後
の
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
時
に
直
接
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
Ｈ
Ｐ
や
子

育
て
支
援
ア
プ
リ
を
通
じ

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
い
き
い
き
情
報

セ
ン
タ
ー
に
関

し
て
伺
う
。

①
学
習
ス
ペ
ー
ス
、フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
の
現
状
と
課
題

②
１
階
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
誘

致
活
動

●
太
宰
府
館
に
関
し
て
伺
う
。

③
利
用
の
現
状

④
官
民
連
携
に
よ
る
民
間
活

力
の
導
入

●
梅
林
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
関
し
て
伺
う
。

⑤
芝
起
こ
し

⑥
多
目
的
広
場
の
整
備

⑦
駐
車
場
の
確
保

⑧
市
外
者
の
利
用
状
況

⑨
ナ
イ
タ
ー
設
備

⑩
飲
食
店
の
営
業
許
可

①
学
生
の
利
用
割

合
が
多
い
状
況

で
す
。
学
習
ス
ペ
ー
ス
の

増
設
や
学
習
ス
ペ
ー
ス
と

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
区
分

し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が

あ
り
、
解
決
す
べ
き
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
現
在
３
事
業
者
と
建
物
等

賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て

お
り
、
そ
の
他
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
複
数

の
事
業
者
と
協
議
中
で
す
。

③
令
和
５
年
度
は
約
21
万
人

と
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に

回
復
し
て
い
ま
す
。

④
観
光
客
の
回
遊
促
進
や
消

費
拡
大
を
図
る
べ
く
調
査

研
究
に
着
手
し
、
本
年
度

内
に
調
査
結
果
を
ま
と
め

具
体
的
な
活
用
計
画
の
策

定
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
日
常
の
管
理
業
務
と
し
て

芝
起
こ
し
等
を
行
い
、
経

年
劣
化
の
部
分
に
は
計
画

的
な
補
修
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

⑥
ト
ラ
ッ
ク
の
ア
ン
ツ
ー
カ
ー

舗
装
や
全
天
候
型
へ
の
改

修
等
に
つ
い
て
は
、
助
成

金
の
活
用
な
ど
調
査
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

⑦
大
学
の
行
事
の
な
い
土
日

に
限
り
九
州
情
報
大
学
学

生
駐
車
場
を
借
用
し
て
い

ま
す
。

⑧
市
内
市
外
の
区
分
の
基
準

な
ど
多
く
の
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

⑨
設
置
場
所
や
多
額
の
工
事

費
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

今
後
調
査
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

⑩
地
域
や
利
用
者
の
意
向
も

踏
ま
え
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

大
規
模
災
害
発
生

時
の
市
の
対
応
に

つ
い
て
10
点
伺
う
。

①
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

②
職
員
の
招
集

③
災
害
情
報
の
収
集
方
法

④
避
難
所
運
営

⑤
避
難
生
活
支
援

⑥
災
害
広
報

⑦
罹
災
証
明
書
の
発
行

⑧
災
害
廃
棄
物
の
回
収

⑨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ

⑩
支
援
金
等
の
交
付

①
太
宰
府
市
地
域

防
災
計
画
を
平

成
26
年
５
月
に
全
面
改
訂

し
、
併
せ
て
災
害
対
策
本

部
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

②
職
員
へ
の
連
絡
手
段
が
な

い
場
合
は
、
参
集
基
準
に

沿
っ
て
、
自
主
的
に
参
集

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

③
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
、
市
民
か
ら
の
通
報
、

消
防
警
察
の
連
絡
な
ど
に

よ
り
収
集
し
ま
す
。

④
発
災
後
、
必
要
と
判
断
し

た
場
合
は
避
難
す
る
建
物

の
安
全
確
認
を
行
い
な
が

ら
開
設
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

外
国
人
を
含
む
観
光
客
に

対
し
て
も
情
報
を
的
確
に

提
供
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
物
資
供
給
、
給
水
、
ト
イ

レ
支
援
が
必
要
で
す
。
本

年
度
、
簡
易
ト
イ
レ
、
ト

イ
レ
カ
ー
の
調
達
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
、
市
の
Ｈ
Ｐ
、

防
災
メ
ー
ル
等
を
活
用
し

必
要
な
情
報
を
適
切
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

⑦
調
査
班
の
業
務
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
ま
す
が
、
災

害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
他

自
治
体
の
応
援
職
員
な
ど

の
力
を
借
り
る
こ
と
も
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑧
災
害
廃
棄
物
を
分
別
す
る

仮
置
場
の
設
置
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
に
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
の
要
請
を
行
い
ま
す
。

⑩
支
援
金
が
適
切
に
支
給
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
調
査
研
究
を
進
め
ま

す
。

全質問項目

◇主な公共施設の計画について

QA

QA

Q

A

Q

A

◇本市の地域公共交通の現状と今

後の取組について

◇本市の地場産業の醸成について

全質問項目

◇大規模災害

発生時の対

応体制につ

いて

全質問項目

◇産前産後の切れ目のない支援に

ついて

◇認知症対策への取り組みについて

全質問項目

持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
に
向
け
て

堺
　
　
剛  

議
員

さ
か
い

つ
よ
し

問

産
前
産
後
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
と
拡
充
を

小
畠
　
真
由
美  

議
員

お     

ば

た

ま       

ゆ       

み

問

主
な
公
共
施
設
の

活
用
計
画
は

橋
本
　
　
健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

大
規
模
災
害
発
生
時
の

対
応
は
万
全
か

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

地
域
公
共
交
通
の

現
状
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
の
特
色
を
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

②
実
証
実
験
の
計
画
期
間
の

設
定
と
計
画
の
進
捗
管
理

に
つ
い
て

③
今
回
の
実
証
実
験
で
ど
の

よ
う
な
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
考
慮
し
、
成
果
指
標
を

設
定
す
る
の
か
。

①
エ
リ
ア
ご
と
の

課
題
整
理
や
バ

ス
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握

も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
望
ま
し
い
の
か
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

②
事
前
準
備
か
ら
運
行
に
至

る
ま
で
の
期
間
は
一
定
の

時
間
を
要
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
実
証
実
験
以
降

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
が
新

た
な
公
共
交
通
体
系
と
し

て
地
域
の
利
便
性
の
向
上

に
資
す
る
か
ど
う
か
、
慎

重
に
見
極
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
他
自
治
体
の
個
別
の
状
況

や
さ
ら
に
エ
リ
ア
ご
と
に

異
な
る
状
況
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
の
実
証
実
験

実
施
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
中
で
、
本
市
に
ふ
さ

わ
し
い
指
標
の
設
定
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

産
前
産
後
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
の

観
点
か
ら
２
点
伺
う
。

①
妊
娠
期
は
、
う
蝕

し
ょ
く

や
歯
肉

炎
が
進
行
し
や
す
く
な
る
。

妊
婦
自
身
の
健
康
管
理
と
、

子
ど
も
の
歯
と
健
康
を
守

る
大
切
さ
を
知
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
、
妊
娠

期
の
歯
科
健
康
診
査
事
業

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

②
国
の
実
施
要
綱
で
は
、
産

後
ケ
ア
事
業
の
対
象
者
を
、

心
身
の
不
調
ま
た
は
育
児

不
安
な
ど
が
あ
る
者
や
支

援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

者
と
し
て
い
た
が
、
昨
年
、

産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

者
と
改
定
さ
れ
た
。
周
知

や
内
容
の
充
実
な
ど
、
見

え
て
き
た
課
題
は
。

①
妊
産
婦
、
乳
幼

児
期
の
心
身
両

面
か
ら
の
健
康
増
進
を
図

る
上
で
母
子
歯
科
保
健
は

大
き
な
意
義
を
持
つ
こ
と

か
ら
、
安
心
し
て
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
に
妊

産
婦
歯
科
検
診
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

②
本
市
で
は
産
後
ケ
ア
事
業

の
利
用
回
数
を
拡
充
し
、

新
た
な
産
後
ケ
ア
施
設
を

開
設
す
る
事
業
者
に
対
し

て
は
、
設
備
費
用
の
一
部

助
成
を
新
設
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
母
子
手
帳
交
付

時
と
出
産
後
の
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
時
に
直
接
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
Ｈ
Ｐ
や
子

育
て
支
援
ア
プ
リ
を
通
じ

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
い
き
い
き
情
報

セ
ン
タ
ー
に
関

し
て
伺
う
。

①
学
習
ス
ペ
ー
ス
、フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
の
現
状
と
課
題

②
１
階
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
誘

致
活
動

●
太
宰
府
館
に
関
し
て
伺
う
。

③
利
用
の
現
状

④
官
民
連
携
に
よ
る
民
間
活

力
の
導
入

●
梅
林
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
関
し
て
伺
う
。

⑤
芝
起
こ
し

⑥
多
目
的
広
場
の
整
備

⑦
駐
車
場
の
確
保

⑧
市
外
者
の
利
用
状
況

⑨
ナ
イ
タ
ー
設
備

⑩
飲
食
店
の
営
業
許
可

①
学
生
の
利
用
割

合
が
多
い
状
況

で
す
。
学
習
ス
ペ
ー
ス
の

増
設
や
学
習
ス
ペ
ー
ス
と

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
区
分

し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が

あ
り
、
解
決
す
べ
き
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
現
在
３
事
業
者
と
建
物
等

賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て

お
り
、
そ
の
他
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
複
数

の
事
業
者
と
協
議
中
で
す
。

③
令
和
５
年
度
は
約
21
万
人

と
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に

回
復
し
て
い
ま
す
。

④
観
光
客
の
回
遊
促
進
や
消

費
拡
大
を
図
る
べ
く
調
査

研
究
に
着
手
し
、
本
年
度

内
に
調
査
結
果
を
ま
と
め

具
体
的
な
活
用
計
画
の
策

定
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
日
常
の
管
理
業
務
と
し
て

芝
起
こ
し
等
を
行
い
、
経

年
劣
化
の
部
分
に
は
計
画

的
な
補
修
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

⑥
ト
ラ
ッ
ク
の
ア
ン
ツ
ー
カ
ー

舗
装
や
全
天
候
型
へ
の
改

修
等
に
つ
い
て
は
、
助
成

金
の
活
用
な
ど
調
査
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

⑦
大
学
の
行
事
の
な
い
土
日

に
限
り
九
州
情
報
大
学
学

生
駐
車
場
を
借
用
し
て
い

ま
す
。

⑧
市
内
市
外
の
区
分
の
基
準

な
ど
多
く
の
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

⑨
設
置
場
所
や
多
額
の
工
事

費
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

今
後
調
査
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

⑩
地
域
や
利
用
者
の
意
向
も

踏
ま
え
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

大
規
模
災
害
発
生

時
の
市
の
対
応
に

つ
い
て
10
点
伺
う
。

①
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

②
職
員
の
招
集

③
災
害
情
報
の
収
集
方
法

④
避
難
所
運
営

⑤
避
難
生
活
支
援

⑥
災
害
広
報

⑦
罹
災
証
明
書
の
発
行

⑧
災
害
廃
棄
物
の
回
収

⑨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ

⑩
支
援
金
等
の
交
付

①
太
宰
府
市
地
域

防
災
計
画
を
平

成
26
年
５
月
に
全
面
改
訂

し
、
併
せ
て
災
害
対
策
本

部
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

②
職
員
へ
の
連
絡
手
段
が
な

い
場
合
は
、
参
集
基
準
に

沿
っ
て
、
自
主
的
に
参
集

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

③
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
、
市
民
か
ら
の
通
報
、

消
防
警
察
の
連
絡
な
ど
に

よ
り
収
集
し
ま
す
。

④
発
災
後
、
必
要
と
判
断
し

た
場
合
は
避
難
す
る
建
物

の
安
全
確
認
を
行
い
な
が

ら
開
設
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

外
国
人
を
含
む
観
光
客
に

対
し
て
も
情
報
を
的
確
に

提
供
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
物
資
供
給
、
給
水
、
ト
イ

レ
支
援
が
必
要
で
す
。
本

年
度
、
簡
易
ト
イ
レ
、
ト

イ
レ
カ
ー
の
調
達
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
、
市
の
Ｈ
Ｐ
、

防
災
メ
ー
ル
等
を
活
用
し

必
要
な
情
報
を
適
切
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

⑦
調
査
班
の
業
務
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
ま
す
が
、
災

害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
他

自
治
体
の
応
援
職
員
な
ど

の
力
を
借
り
る
こ
と
も
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑧
災
害
廃
棄
物
を
分
別
す
る

仮
置
場
の
設
置
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
に
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
の
要
請
を
行
い
ま
す
。

⑩
支
援
金
が
適
切
に
支
給
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
調
査
研
究
を
進
め
ま

す
。

全質問項目

◇主な公共施設の計画について

QA

QA

Q

A

Q

A

◇本市の地域公共交通の現状と今

後の取組について

◇本市の地場産業の醸成について

全質問項目

◇大規模災害

発生時の対

応体制につ

いて

全質問項目

◇産前産後の切れ目のない支援に

ついて

◇認知症対策への取り組みについて

全質問項目

持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
に
向
け
て

堺
　
　
剛  

議
員

さ
か
い

つ
よ
し

問

産
前
産
後
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
と
拡
充
を

小
畠
　
真
由
美  

議
員

お     

ば

た

ま       

ゆ       

み

問

主
な
公
共
施
設
の

活
用
計
画
は

橋
本
　
　
健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

大
規
模
災
害
発
生
時
の

対
応
は
万
全
か

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

所
管
調
査
報
告

元
号
「
令
和
」
は
、

「
万
葉
集
」
を
出
典

と
す
る
、
日
本
人
と
し
て
誇

り
高
い
元
号
で
あ
る
。
今
年

は
令
和
改
元
５
年
を
迎
え
、４

月
に
記
念
式
典
も
開
催
さ
れ

た
が
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
２
点

伺
う
。

①
改
元
５
年
を
盛
り
上
げ
る

関
係
団
体
と
の
協
議
に
つ

い
て

②
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

企
画
に
つ
い
て

①
太
宰
府
万
葉
会

の
協
力
の
下
、

梅
花
の
宴
の
再
現
を
は
じ

め
と
す
る
万
葉
の
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
連
携
を
深
め
、
「
令

和
」「
万
葉
」
の
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

②
大
宰
府
展
示
館
で
は
「
令

和
改
元
５
年
記
念
展
」
を

開
催
し
、文
化
ふ
れ
あ
い
館

で
は
「
ま
る
ご
と
太
宰
府

歴
史
展
２
０
２
４
」
の
中

で
、「
万
葉
集
」
と
太
宰
府

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
11
月
下
旬
に

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
光
る
君
へ
」と
の
コ
ラ
ボ

企
画
と
し
て
、
と
び
う
め

ア
リ
ー
ナ
で
出
演
者
等
の

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
及
び
太
宰

府
館
に
お
い
て
ド
ラ
マ
の

企
画
展
示
、
来
年
２
月
に

は
、
梅
花
の
宴
の
再
現
及

び
万
葉
の
企
画
展
示
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

(
仮
称
)令
和
万
葉
館
の
設

置
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

西
鉄
バ
ス
星
ヶ
丘

線
、
南
ヶ
丘
線
の

一
部
区
間
の
令
和
７
年
４
月

廃
止
が
提
案
さ
れ
た
。

　
昨
年
の
路
線
分
割
か
ら
一

年
で
の
廃
止
は
受
け
入
れ
難

い
。
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
路

線
の
住
民
の
た
め
、
あ
る
い

は
住
民
と
共
に
市
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
半
年

間
、
市
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
、
何
を
す
る
の
か
。

　
宇
美
町
と
の
間
の
バ
ス
路

線
の
廃
止
が
議
論
と
な
っ
た

と
き
、
補
助
に
よ
る
路
線
維

持
が
図
ら
れ
た
が
、
今
回
財

政
的
な
補
助
の
可
能
性
は
あ

る
か
。

本
市
と
し
て
は
広

報
だ
ざ
い
ふ
令
和

５
年
９
月
号
で
の
公
共
交
通

の
厳
し
い
状
況
と
利
用
促
進

に
つ
い
て
の
特
集
記
事
の
掲

載
に
加
え
、
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
に
向
け
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
交
通
事
業
者
に
対
し
て
も

本
市
の
実
情
を
考
慮
し
た
廃

止
の
取
り
下
げ
や
期
間
延
長

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
路
線
存
続
に
向
け
協
議

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
本
定
例
会
に
お
い
て
は
財

政
的
な
補
助
も
含
め
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
探
る
視
点
か

ら
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
一

環
と
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通
実

証
実
験
事
業
関
係
費
を
補
正

予
算
と
し
て
上
程
し
て
い
ま

す
。

Q

A

Q

A

◇元号「令和」を盛

り上げる取り組

みについて

◇公共交通機関

の充実について

全質問項目

◇路線バスの運行（一部区間の路

線廃止）について

◇総合戦略レビューについて

全質問項目

今
こ
そ
令
和
改
元
５
年
を

盛
り
上
げ
よ
う

今
泉
　
義
文  

議
員

問

路
線
バ
ス
廃
止
案
へ
の

今
後
の
対
応
は

笠
利
　
　
毅  

議
員

問

い

ま  

い
ず
み

よ

し

ふ

み

か

さ    

り

つ
よ
し

日にち： 令和6年7月24日㈬

調査先： 三条岩渕砂防事業・内山谷川砂防事業
 筑紫野古賀線事業・観世音寺二日市線事業

市内で進む県の事業について現地調査を行いました。県職員の方に

説明を受けました。

砂防ダムは土石流災害を防止するものです。

三条岩渕ダムは平成27年に事業を開始し令和5年3月に完成し、人家98戸、老人ホーム等を保全しま

す。総工費は1.8億円です。

現在も工事中の内山谷川ダムは人家40戸等を保全対象とし、総工費は約3.9億円、令和11年ごろの完

成を見込みます。

只越交差点から松川を結ぶ筑紫野古賀線太宰府市工区は、現地を見ると工事は思いのほか進んでおり

供用開始に向け事業が進められています。

筑陽学園横と西鉄二日市駅を結ぶ観世音寺二日市線は、住宅地を通ることもあり景観にも一定の配慮

をしつつ事業が進められています。

砂防ダムも道路も市民生活に直結しています。市と市民が日常的に関心を払い続け、関連する市の事

業も計画的に進めていくことが重要となります。

建 設 経 済 常 任 委 員 会

三条岩渕砂防ダム

日にち： 令和6年7月19日㈮

調査先： 児童発達支援センターすみれ園・
 ふれあいサポートゆうしん・
 ニチイケアセンター太宰府 グループホーム ニチイのほほえみ

すみれ園には太宰府市近郊の５市から園児が通園しています。今後入

園希望者は増加すると考えられるため、自閉症、多動性などの子どもと専

門的に向き合う保育行政が必要だと感じました。

ふれあいサポートゆうしんは笑顔あふれる第二の我が家を理念として地域に根ざした支援が行われてい

ました。

ニチイのほほえみは家庭的な雰囲気を大切に認知症の方のサポートをされています。

現地調査後にゆうしん、ニチイのほほえみとの合同の懇談会を行うなかで、介護は誰もが関係することな

ので、高齢になりその後どのような人生設計とされるかを考えられるよう行政として啓発できれば施設の利

用も変わってくるのではと感じました。

環 境 厚 生 常 任 委 員 会

すみれ園

日にち： 令和6年7月29日㈪

調査先： いきいき情報センター・太宰府小学校・松川運動公園

いきいき情報センターでは、指定管理業者の財団から直接話を聞き、

大変有意義でした。空きスペースや全世代交流スペースの活用等をあわ

せて調査しました。トレーニングルームを利用される皆様のご様子に癒さ

れました。

太宰府小学校では、体育館改修工事の見学をしました。また空き教室不足、観光シーズン時のバス通学

の子ども達の乗降が困難になる状況への学校の対応など調査しました。

松川運動公園は、体育館の改修工事とともに、スケートボードパーク設営に関して調査しました。現在

様々な方向性からどうしていくべきか検討中とのことでした。

3施設の共通点は、『老朽化』『市民ニーズ』です。今後も委員会として注視していきます。

総 務 文 教 常 任 委 員 会

所 管 調 査 報 告

太宰府小学校

録画映像はこちら

録画映像はこちら

令和碑
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

所
管
調
査
報
告

元
号
「
令
和
」
は
、

「
万
葉
集
」
を
出
典

と
す
る
、
日
本
人
と
し
て
誇

り
高
い
元
号
で
あ
る
。
今
年

は
令
和
改
元
５
年
を
迎
え
、４

月
に
記
念
式
典
も
開
催
さ
れ

た
が
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
２
点

伺
う
。

①
改
元
５
年
を
盛
り
上
げ
る

関
係
団
体
と
の
協
議
に
つ

い
て

②
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

企
画
に
つ
い
て

①
太
宰
府
万
葉
会

の
協
力
の
下
、

梅
花
の
宴
の
再
現
を
は
じ

め
と
す
る
万
葉
の
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
連
携
を
深
め
、
「
令

和
」「
万
葉
」
の
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

②
大
宰
府
展
示
館
で
は
「
令

和
改
元
５
年
記
念
展
」
を

開
催
し
、文
化
ふ
れ
あ
い
館

で
は
「
ま
る
ご
と
太
宰
府

歴
史
展
２
０
２
４
」
の
中

で
、「
万
葉
集
」
と
太
宰
府

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
11
月
下
旬
に

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
光
る
君
へ
」と
の
コ
ラ
ボ

企
画
と
し
て
、
と
び
う
め

ア
リ
ー
ナ
で
出
演
者
等
の

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
及
び
太
宰

府
館
に
お
い
て
ド
ラ
マ
の

企
画
展
示
、
来
年
２
月
に

は
、
梅
花
の
宴
の
再
現
及

び
万
葉
の
企
画
展
示
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

(
仮
称
)令
和
万
葉
館
の
設

置
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

西
鉄
バ
ス
星
ヶ
丘

線
、
南
ヶ
丘
線
の

一
部
区
間
の
令
和
７
年
４
月

廃
止
が
提
案
さ
れ
た
。

　
昨
年
の
路
線
分
割
か
ら
一

年
で
の
廃
止
は
受
け
入
れ
難

い
。
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
路

線
の
住
民
の
た
め
、
あ
る
い

は
住
民
と
共
に
市
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
半
年

間
、
市
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
、
何
を
す
る
の
か
。

　
宇
美
町
と
の
間
の
バ
ス
路

線
の
廃
止
が
議
論
と
な
っ
た

と
き
、
補
助
に
よ
る
路
線
維

持
が
図
ら
れ
た
が
、
今
回
財

政
的
な
補
助
の
可
能
性
は
あ

る
か
。

本
市
と
し
て
は
広

報
だ
ざ
い
ふ
令
和

５
年
９
月
号
で
の
公
共
交
通

の
厳
し
い
状
況
と
利
用
促
進

に
つ
い
て
の
特
集
記
事
の
掲

載
に
加
え
、
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
に
向
け
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
交
通
事
業
者
に
対
し
て
も

本
市
の
実
情
を
考
慮
し
た
廃

止
の
取
り
下
げ
や
期
間
延
長

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
路
線
存
続
に
向
け
協
議

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
本
定
例
会
に
お
い
て
は
財

政
的
な
補
助
も
含
め
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
探
る
視
点
か

ら
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
一

環
と
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通
実

証
実
験
事
業
関
係
費
を
補
正

予
算
と
し
て
上
程
し
て
い
ま

す
。

Q

A

Q

A

◇元号「令和」を盛

り上げる取り組

みについて

◇公共交通機関

の充実について

全質問項目

◇路線バスの運行（一部区間の路

線廃止）について

◇総合戦略レビューについて

全質問項目

今
こ
そ
令
和
改
元
５
年
を

盛
り
上
げ
よ
う

今
泉
　
義
文  

議
員

問

路
線
バ
ス
廃
止
案
へ
の

今
後
の
対
応
は

笠
利
　
　
毅  

議
員

問

い

ま  

い
ず
み

よ

し

ふ

み

か

さ    

り

つ
よ
し

日にち： 令和6年7月24日㈬

調査先： 三条岩渕砂防事業・内山谷川砂防事業
 筑紫野古賀線事業・観世音寺二日市線事業

市内で進む県の事業について現地調査を行いました。県職員の方に

説明を受けました。

砂防ダムは土石流災害を防止するものです。

三条岩渕ダムは平成27年に事業を開始し令和5年3月に完成し、人家98戸、老人ホーム等を保全しま

す。総工費は1.8億円です。

現在も工事中の内山谷川ダムは人家40戸等を保全対象とし、総工費は約3.9億円、令和11年ごろの完

成を見込みます。

只越交差点から松川を結ぶ筑紫野古賀線太宰府市工区は、現地を見ると工事は思いのほか進んでおり

供用開始に向け事業が進められています。

筑陽学園横と西鉄二日市駅を結ぶ観世音寺二日市線は、住宅地を通ることもあり景観にも一定の配慮

をしつつ事業が進められています。

砂防ダムも道路も市民生活に直結しています。市と市民が日常的に関心を払い続け、関連する市の事

業も計画的に進めていくことが重要となります。

建 設 経 済 常 任 委 員 会

三条岩渕砂防ダム

日にち： 令和6年7月19日㈮

調査先： 児童発達支援センターすみれ園・
 ふれあいサポートゆうしん・
 ニチイケアセンター太宰府 グループホーム ニチイのほほえみ

すみれ園には太宰府市近郊の５市から園児が通園しています。今後入

園希望者は増加すると考えられるため、自閉症、多動性などの子どもと専

門的に向き合う保育行政が必要だと感じました。

ふれあいサポートゆうしんは笑顔あふれる第二の我が家を理念として地域に根ざした支援が行われてい

ました。

ニチイのほほえみは家庭的な雰囲気を大切に認知症の方のサポートをされています。

現地調査後にゆうしん、ニチイのほほえみとの合同の懇談会を行うなかで、介護は誰もが関係することな

ので、高齢になりその後どのような人生設計とされるかを考えられるよう行政として啓発できれば施設の利

用も変わってくるのではと感じました。

環 境 厚 生 常 任 委 員 会

すみれ園

日にち： 令和6年7月29日㈪

調査先： いきいき情報センター・太宰府小学校・松川運動公園

いきいき情報センターでは、指定管理業者の財団から直接話を聞き、

大変有意義でした。空きスペースや全世代交流スペースの活用等をあわ

せて調査しました。トレーニングルームを利用される皆様のご様子に癒さ

れました。

太宰府小学校では、体育館改修工事の見学をしました。また空き教室不足、観光シーズン時のバス通学

の子ども達の乗降が困難になる状況への学校の対応など調査しました。

松川運動公園は、体育館の改修工事とともに、スケートボードパーク設営に関して調査しました。現在

様々な方向性からどうしていくべきか検討中とのことでした。

3施設の共通点は、『老朽化』『市民ニーズ』です。今後も委員会として注視していきます。

総 務 文 教 常 任 委 員 会

所 管 調 査 報 告

太宰府小学校

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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託児サービス をご希望の方は、１０月３１日㈭ までに

議会事務局 までお申し込みください。

10：00〜10：05（  5分間） 開会行事

10：10〜10：40（30分間）

10：50〜11：20（30分間） 

11：30〜12：00（30分間）

● 内 容 ：

常任委員会ごとに分かれて意見交換

：● 定 員 なし 申し込み不要

● 時 間 ： 10：00 ～ 12：00 ※9：30 開場です。

● 場 所 ： いきいき情報センター 2階 研修室他
（太宰府市五条三丁目1番1号）

　「市民と議会の意見交換会」を開催いたします。
私たちの住む太宰府のまちについて、あなたの声をお聞かせください。
議員一同、皆様のお越しを楽しみにしています。

令和6年度　太宰府市議会
市民と議会の

意見交換会
11 10月 日  日 

2024
（令和6年）

11
No.1038

議会だより
合併号
議会だよりは

37ページ以降に
掲載しています。

令
和
５
年
度
決
算
は
市
税
収

入
３
％
増
、
ふ
る
さ
と
納
税
１
.

５
倍
増
、
実
質
収
支
16
億
円
超

の
黒
字
な
ど
軒
並
み
過
去
最
高

の
水
準
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
の
果
実
を
市
民
に
還
元
す

る
と
共
に
基
金
残
高
も
積
み
増

し
市
債
残
高
も
削
減
す
る
な
ど

将
来
世
代
の
為
の
財
政
状
況
の

健
全
性
も
確
保
し
て
い
ま
す
。

歳
出
と
し
て
は
中
学
校
完
全

給
食
実
施
を
始
め
道
路
改
良
に

よ
る
渋
滞
対
策
や
令
和
の
万
葉

大
茶
会
の
開
催
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
事
業
を
実
現
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
成
果
を
反
映
し
昨

年
の
出
生
数
や
子
育
て
世
代
の

流
入
人
口
も
大
幅
に
増
加
し
直

近
の
自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も

過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
確
か
な

も
の
と
す
る
た
め
、
若
く
柔
軟

な
提
案
に
予
算
を
交
付
す
る
学

生
ま
ち
づ
く
り
課
題
解
決
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
し
ま
し
た
。

早
速
内
外
の
学
生
か
ら
令
和

の
都
だ
ざ
い
ふ
の
強
み
を
生
か

し
つ
つ
市
民
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取

る
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
ご
期
待
下
さ
い
。

※掲載記事は編集作業の都合上10月16日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。

Point

令和５年度 決算のポイント

市税収入大幅増 過去最高 の 約88億6千万 円

ふるさと納税飛躍的増 18億円超 を達成

実質収支 約16億4千万 円の黒字

Point

Point

意
見
交
換
会
の
予
告
／
編
集
後
記

◇
編
集
後
記
◇

よ
り
よ
い
「
街
づ
く
り
」
の
為
に
、
議
会
と
し
て
、
議

員
と
し
て
、
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
常
々
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
日
常
の
困
り
事
か
ら
、
５
年
先

10
年
先
の
太
宰
府
市
の
事
。
そ
ん
な
時
い
つ
も
思
う

こ
と
は
、
も
っ
と
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
た
い
、
も
っ
と

市
政
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

「
任
せ
て
る
ん
だ
か
ら
、
放
っ
て
お
い
て
も
ち
ゃ
ん

と
や
っ
て
よ
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ

り
多
く
の
多
様
な
意
見
が
集
ま
れ
ば
、
み
ん
な
に

と
っ
て
過
ご
し
や
す
い
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
街
づ
く

り
」
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
市
民
参
加
の
会
議
体
だ
け
で
は

な
く
、
街
中
で
の
気
軽
な
ご
要
望
の
お
声
か
け
や
議

会
の
傍
聴
と
い
う
関
わ
り
が
今
後
増
え
る
と
嬉
し

い
で
す
。
９
月
議
会
の
一
般
質
問
や
最
終
日
の
討
論

な
ど
は
、
特
に
見
応
え
の
あ
る
内
容
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
太
宰
府
市
議
会
の
動
画

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。(

タ
)

　
発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
門
　
田
　
直
　
樹

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
原
　
田
　
久
美
子

副
委
員
長
　
笠
　
利
　
　
　
毅

委
　
　
員
　
堺
　
　
　
　
　
剛

委
　
　
員
　
木
　
村
　
彰
　
人

委
　
　
員
　
今
　
泉
　
義
　
文

委
　
　
員
　
馬
　
場
　
礼
　
子

委
　
　
員
　
タ
コ
ス
キ
ッ
ド
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中学校完全給食の実施

道路改良で渋滞対策 令和の万葉大茶会開催


